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　　　　　　　　　　　　　　 ア レ ン ガ属 ヤシ の 栽 培と利 用

　　 一
イン ドネシア 国南東スラウェ シ州ムナ 島および 北スラウェ シ 州サンギへ 島における事例
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東南アジア に生 育す るヤシ 科 植物 の うち，少 なくとも 6 属 がそ の 樹 幹の 髄部 にデン プン を蓄積す

るヤ シ として 知 られ て い る．本調 査 で はイン ドネシ ア 国南東ス ラウ＝ シ 州お よび北ス ラウェ シ 州 にお

い てそれ ぞれ Arenga　pinnata （Fig．】）および A．　microcarpa （Fig．2）の栽培お よびその 利 用 に っ い

て の 概要 を報 告する．

【調査 概要】イン ドネシ ア 国ム ナ 島ラバ お よび サン ギ へ 島タ フ ナの 近郊農村 （バ ン カ リ村お よびヒウ

ン 村 ）に お い て ，その 土地 の 農家か らそれ ぞ れ A．pinnataお よび A ．　microc α rpa の 栽培お よび利 用

に っ い て 聞き取り調 査を行 っ た（Fig．　3）．

【栽培 および利 用の 概要 】A
’
renga 　pinnata ： 栽培 に用い られ て い るの は i種類 （

‘
Kowalu

’
）で あり，

播種から幹 立ちおよび 開花 まで それ ぞれ 3 年 お よび 10年を要 する詞 繝 gα属ヤシ は単性花で あ

り， 雌花お よび雄花がそれ ぞれ雌花序お よび雄花序 に 着生する．開花は 最 ヒ位展 開葉の 葉腋か

ら雌 花序 が出現す ることで 開始され ， 樹幹 の 下方 に 向けて 7− ］O 個 連続 して 出 現 し，その 後雄花

序が 同様 に下 方に向けて 8− 15 個 出現する．雌花 序および雄花序の 発生 期間 はそ れぞれ 1〜2 ヶ

月 お よび 数年 で あり，雄花 序 の 花 梗 を切 断 して樹 液 が採 取 され る．雄花序 は雨 季 （5〜10 月 ）に

2〜3 ヶ 月間隔で 出現し ， 1花序 当たりに 2− 8 ヶ月 （平 均 3 ヶ月 ）間 樹液 を採 取することがで き，合計

7〜8 花序が 2 年間に わた っ て採取される．農家
一

戸あた り 10樹程度が家屋 周辺 に植 えられて い る．

採液は
一
人 当たり7〜10花序 （！日）で あり厂 花序あた り樹液が 15〜20L！日 （朝 7〜10L ＋ 夕 7〜10L）

採 取される（Fig．4）．採 取した樹液 は 糖分を含 み ， 直接飲料 として 販 売され るか
一

晩 発 酵させ た 後 ，

居住敷地内に設置され て い る簡易蒸留装置 （Fig．5）によっ て蒸留酒として取 引され る．樹 液お よ

び蒸留 酒 の 価 格はそれ ぞれ Rp2 ，000〜5，0001Lお よび Rp ．15，000〜25，000fOottle（630mL ）で ある，

樹 幹の デ ンプ ン 利用 は ， 1965 年 まで は 旱魃 などの 気 象 災害に よる食糧不 足 時に 行わ れて い たが ，

近 年は 利用 され て い ない ．

　 A ．microcarpa ： 栽 培 され て い る種 類 は単
一

で あり，サゴ ヤシ と同 様 に 吸枝 を発 生 する こ とに より

株を形 成する．繁 殖は吸枝 によっ て 行 い ，植え付 け後 約 10 年 で 開花 期 となる．デン プン の 収 穫は

花 序 が 出現 する前 （樹 高 15m 前 後）に株 内 から毎年 1本を伐採 し行 われ る．収 穫 は 2 人で 1 日に

10本 の デン プン抽 出を行 い
，

“
Bika

”
←35kg）と呼ばれ るザル 籠に 8杯 分の 濡れ デ ン プ ン が 得 られ

る．デン プ ン の 抽 出過程 は サゴ ヤ シ と同 様で あるが ， 3m の 長さに 切断した樹幹を縦に 4 分割 に し

て粉砕 機 （Fig．6）で 髄部 を粉砕 し，水 をか けなが らデ ン プ ン を手で もみ 出す ．粉砕 か らデ ン プ ン の

抽 出 ・掘 り出 し ，

“

Bika
”
に 詰 め る作 業まで を同 一・の 施 設で 行い ，この ような施設を一
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人 の 村人 で 所有 して い る．1
“
Bika

”

は約 Rp．55，000 で 地 元の 市場に お い て 販売される．デンプ ン

の 消費量は 1 家族 （7 人構成）あたり 2Bika！月で あり，サゴ ヤシ と同様 にクッ キーやケーキ に利用

され る．また，A ．　 microcarpa の デン プン 白度 はサゴヤシ の それ よりも優る．風 味お よび 食味い ずれ

もサゴ デン プ ン より優れ て お り， 今後 ，そ の 理 化学 的 特性 などを解明 し新用 途を開 発 す るこ とが期

待 され る．
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